
八重樫 正久さん（平成１５年卒） 
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☆取材後記 

 「好きなことに熱中しよう」と言われても「好きなことが見つからない」人も多いと思います。

「目の前のことを精一杯やってみる」という八重樫さんのメッセージは、「まだ、好きなことを

見つけていない」人にとって、とても重要なメッセージだと思います。（担当：Ｙ） 

◇お仕事の内容を教えて下さい 

農業（畜産）分野、産業（観光・商工業・雇用）分野を経験し、

今春からの現在の部署では、戸籍関連（出生・結婚・死亡等）の届

出書受理や証明書発行、印鑑登録や証明書発行、マイナンバーカー

ドの発行・更新等が主な仕事です。 

 ◇仕事を通じどんなことに喜びを感じますか 

以前に産業分野にいた頃は、市内外でのイベントの企画立案や 

実行、また事業者さんの支援事業等を担当しました。市内イベン 

トの東北馬力大会や全国やぶさめ競技大会では、約 10年間、実況 

アナウンスを担当させていただいております。来場されたお客様を 

相手に自身のアナウンス一つで、会場を盛り上げることができた時 

には、とても喜びを感じます。 

  それ以外でも住民の方に感謝される機会あったときは、こちらも非常に嬉しくなります。地方公務員 

は、「究極のサービス業」だと思っています。 

 

 

◇将来の夢を教えて下さい 

具体的なものはありませんが、遠野市が今以上に活力あふれ、元気な街になるように、自身のポジシ

ョンの中で、与えられている仕事を日々、全力でこなすことです。 

  一人ができることが限られているかもしれませんが、その積み重ねが全体のパワーとなって、元気な

未来（遠野市）を創るのかなと思います。 

 ◇専大北上高校ではどんな高校生活を過ごされましたか 

普通科Ⅰコースで学び、書道部に所属しておりました。あまり自信をもっては言えませんが、「一つの

物事に集中することの大切さ」は学ぶことができたのではないかと思います。また、大規模私学校のた

め、色々な方との交流の中で切磋琢磨し、少しは成長できたのかな思います。 

 ◇専北生に伝えたいメッセージは何ですか 

具体的な将来の夢を持つことが、高校生の段階ではなかなか難しいかもしれません。しかし、勉学でも

部活動でも何でも良いと思うので、今行っていること（目の前のこと）にまずは日々精一杯取り組んでほ

しいと思います。 

その経験が糧となり、後々に方向性が定まったとき、将来に役立つのではないかと思います。 

 

 


